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第1章　 緒 言

Aschoff,清 野 兩氏 ニ依 リテ網状織 内被細胞系 ノ機能 ニ關 スル學 視樹立 セラ レラ以 來,該 方面

ニ於 ケル研究 ハ,急 速 ナル進歩 ヲ來 セリ.從 來 ノ研究 ニ依 リテ,網 状織内被細胞 ノ機能 ト認 メ

ラルペ キ重 要 ナル モノヲ擧 グ レバ(1)異 物 攝取 作用乃用鐵「ヒヨレステ リン」石 灰糖 原質 等 ニ對

スル代 謝作用(2)「 オ キ シダーゼ」.「 ヂアスター ゼ」,「 リパー ゼ」等 ノ酵 素形成作 用(3)免 疫 體

形 成作用(4)此 種 細胞 ヨ リ他種細 胞 ノ形成作用 等 トス.其 他 該細胞系 ハ水分 代謝 ヲ調節 スル作

用 ヲ右 ス ト云 ハ レ,或 ハFibrinogen産 生 ニ關係 ア リ ト云 ハ レ,或 ハ白血球,血 小板 ヲ破壞 ス

ル モノナ リ等種 々ノ説 ア リ.

以上ハ總ペテ生理的重要ナル機能ニ屬スト雖モ就中免疫學上,最 モ興味ヲ感ズルハ異物攝取及ビ抗體形成

ノ兩作用ナリトス.而 シテ網状織内被細胞 ノ抗原攝取及ビ抗體産生ナル兩作用ニ關シテハ從來諸學者ニ依

リ,此 細胞系 ノ血行中ニ入 リシ異物ヲ好ンデ攝取スル性質 ヲ利用 シテ種々ノ膠様質,色 素等ヲ血行中ニ注入

シテ此細胞ニ貪喰セシメ以テ其機能ヲ或程度マデ障碍セシメ又ハ廢絶 セシメタル後,免 疫原ヲ注入 シテ,正

常動物ニ比 シ免疫體産生能力ノ阻害セラルルヤ否ヤニ就キ研究セラレタリ,即 チ填塞Blockierung之 ナ リ.

果 シテ此方法ニ依 リテ該細胞系ノ機能ヲ充分減弱乃至廢絶セシメ得ルヤ否ヤニ就キテハ幾多論議ノアル處

ニシテAschoffノ 如 キハ注入物質ノ性質,分 量又ハ該細胞状態ガ大ナル關係ヲ有スルモノニシテ之等ノ關係

如何ニ依 リテハ該細胞系ハ或ハ刺戟セラレ或ハ障碍セラルルモノナル事 ヲ述 ペタリ、 又鷲見氏ハ墨汁ニテ

組織球細胞 ノ貪喰作用 ヲ檢 シタルニ少量注射ハ却 ツテ組織球細胞 ノ機能ヲ亢進セシムルト云ヒ,大 村氏ハ

少量 ノ墨汁注入ガ抗體産生母地ヲ刺戟 スペシトノ想像ハ陰性ニ終レ リト云ヘリ.

然 ルニ青木氏ハ唐墨汁填塞ハ沈隆素産生ニ好影響ヲ與フルモノニシテ夫レハ墨汁中ニ含有セラルル 「ゲ

ラチン」ノ刺戟 ニ依ルモノナルコトヲ釋明シ「ゲラチン」ノミニテ網状織内被細胞ヲ刺戟セパ沈降素ハ盛ン

ニ産生セラルルモ唐墨汁ノ成分タル油煙ノミヲ以テ填塞スル時ハ從來一般成績 ノ如ク沈降素産生ハ阻害セ

ラルルモノナル事ヲ述ペタリ。兎ニ角之等ノ物質ヲ血行中ニ注入 ズル時,一 定 ノ條件 ノ下ニハ該細胞系ニア

ル機能上ノ變化 ヲ惹起セシメ得ル事ハ略ボ承認セラレタル事實 ト看做 シテ差 シ支 へ無カラン.

茲 ニ於 テ余 ハ墨汁填塞 ガ能働免疫 ニ際 シ,抗 體形成 能力 ニ或程 度 ノ影響 ヲ與 フルモ ノナ リト

ノ諸家 ノ實驗報告 ニ着想 シ墨 汁 ヲ以テ填塞 ヲ施 シタル家兎竝 ニ海〓 ノ耳靜脉 内 ニ豫 メ準備 セル

高價免疫 血清 ヲ注 入 シテ被働 性免疫後 ノ血液竝 ニ諸臓器越 幾斯 中ニ於 ケル免疫體抑留 ノ量的關

係 ニ如何 ナル影響 ヲ與 フルモ ノナ リヤ,併 セテ家兎竝 ニ海 〓 ニ輕度 ノ過 敏症 テ惹 起 セシメ以 テ

諸臟 器細胞 ノ機能 ニ,該 過敏症 ニ依 ル,一 程度 ノ影 響 ヲ與 ヘタル後,被 働性免疫 ヲ施 シ其血液

竝 ニ諸臟 器越幾 斯中ノ免疫體 ノ滑 長 ニ就 キ比較研究 テ爲 シ其結果 テ報告 セン トス.

第2章　 文 獻 ノ 梗 概

近時網状織内被細胞 ノ抗體産生ニ重要ナル意義ヲ有スル事唱道 セラレ,是 レガ研究ニ幾多ノ努力傾注セ

ラレシヲ以テ網状織内被細胞系統 ノ本態ハ今日之ヲ略ボ明カニスルヲ得 タリ.即 チ網状織内被細胞ガ動物

髄内ノ如何ナル範圍ニ亙 レルカバ之ヲAschoff1)ニ 從 ヘパ脾臟,骨 髓,淋 巴腺,胸 腺 ノ網状織細胞,肝 臟ノ毛
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細血管内被細胞,淋 巴竇内被細胞,脾 竇内被細胞,副 腎血管内被細胞,大 腦下垂體血管内被細胞,骨 髓血管

内被細胞等ヲ總括シテ網状織内被細胞系 ト命名セ リ.而 シテ 動物體内ニ注入セラレタル墨汁ノ體内ニ於ケ

ル配布状態竝ニ運命ヲ見ルニ清野2),長 雄3),宇 野4), Boerner-Patzelt5)等 ニ依 レパ家兎 ノ耳靜脉 ニ墨汁ヲ注

入スル時ハ速ニ流血中ヲ去 リ,大 部分ハ肝,脾,骨 髓 ノ内被細胞及ピ脾細胞 ニ依 リテ攝取セラル,大 量ヲ注

入スル時ハ淋巴腺,副 腎,腎 臟,大 網膜,睾 丸,卵 巣,腸 管等ニ少量沈着スルモ前記3臓 器 ノ黒變 ニ比スレパ

雲泥ノ差アリ,斯 ノ如ク肝,脾,骨 髓 ノ特種内被細胞ヲ除ク以外ハ總テ全身一般血管内被細胞ヲ始 メ肝臓ノ

間質結締織ニ至ル迄殆 ド血行中ノ炭粉ヲ攝取セズ,從 ツテ墨汁ガ靜脉内皇注入セラレタル場合ニハ主 トシ

テ前記3器 管ニ抑留セラレ淋巴系統 トノ間 ニハ途中顆粒ヲシテ通過セシメザル一般血管内被 ノ存スルガ爲

ニ淋巴腺,淋 巴管内被 ニハ墨汁 ノ移行スルモノ少ナシ.

抗體産生能力ヲ實驗スルニ際 シ,此 細胞ヲ填塞スルニ銀,鐵 等ノ膠様物ヲ以テシタル者ニ清野-Aschoff6)

 (1913), Bieling u. Isaac7) (1922), Rosenthal u. Fischer8) (1922), Bieling9) (1923)等 ア リ.色 素ヲ以テ シ

タルモノニGay u. Clask10) (1924)ア リ,前 者ハ溶血素,凝 集素ノ形成阻害サルルヤ否ヤヲ實驗 ン,後 者ハ

沈降素パ形成障碍セラルルヤ否ヤニ就キテ實驗シ,何 レモ障碍アリト報告セ リ.又Siegmond11) (1922)ハ 網

状織内被細胞ヲ「コラルゴール」,墨汁,「カル ミン」等 ニテ填塞セル後1免 疫セル海〓ハ過敏症状ヲ起サズ,

故 ニ免疫體産生無シト云 ヒ,兎 ニ就キ,テモ同様ナリト結論 シ,溶 血素,凝 集素 ノ形成モ阻害セラルルヲ實験

セ リト,之 ヨリ先キ1917年 村田12)氏ハ「ヒマシ」油乳剤,「ラノリン」乳劑,墨 汁,膠 様銀等 ヲ以テ網状織内

被細胞ヲ封鎮シ又ハ此細胞ニ富ム處 ノ脾臟ヲ別出抗緬羊血球,溶 血素形成ヲ檢 シタルニ其産生ノ頗ル阻害セ

ラルルヲ實驗シ.此細胞ハ溶血素形成ニ重大ナル意義ヲ有スルモノナリトセ リ.其 後岡田氏及ピ大村氏等ハ

墨汁ヲ用ヒ同様實驗ヲ行ヒ,略 ホ同様ノ結果ニ達セリ.即 チ岡田13)氏ハ墨汁 ニテ「チフス」菌ニ對スル凝集素

形成著明ニ障碍セラルト云ヒ,大 村14)氏ハ該細胞ハ血球,細 菌 ノ如キ有形性抗原竝ニ其個髓ノ血清 ト甚ダシ

ク懸隔アル蛋白ニ對スル抗體形成ニ重要ナル意義ヲ有ス トセ リ.又 尼子15)氏ハ 「エレク トラルゴール」注入

ノミニテハ溶血素形成却ツテ促進 ノ傾向アル他,血 球凝集素,抗 卵白沈降素ニハ何等ノ變化無ケレドモ脾臓

ノ別出後填塞スレパ溶血素ハ稍々減弱シ,血 球凝集素ハ大差無ク,沈 降素産生ハ著明ニ減少ス ト云ヘリ.其

他加藤16)氏,小林-鹽 津17)氏等モ墨汁填塞ノ免疫體産生ニ障碍 アル事ヲ報告セリ.以上成績ニ反シRoeenthml

 u. Petzal18)ハ家兎ヲ墨汁,鐵 糖ニテ數囘填塞 シ,同 時ニ脾臓ヲ除去 スルモ免疫體産生能力ハ阻害セラレズ,

却 ツテ増加スト云ヒ, Standenath19)ハ 墨 汁ニ依 リテ牛及ピ馬 ノ血清 ニ對スル沈降素ハ却 ツテ刺戟セラレ.脾

別出ニ依 リ,沈 降素形成減弱セルモノニ墨汁填塞處置ヲ行フ時ハ沈降素 ノ産出却 ツテ著シク亢進セラルト

云ヘリ.又 鷲見20)氏ハ少量墨汁填塞ハ組織球細胞 ノ機能ヲ亢進セシムルト云ヘリ,又 青木21)氏 ハ唐墨汁中

ニ含有セラルル「ゲラチン」ハ網状織内被細胞ヲ刺戟 シ沈降素産生ヲ亢進セシメ
,同 ジク唐墨汁ノ成分 タル

油煙ノミヲ以テ填塞スル時ハ,從 來一般成績ノ如ク沈降素産生阻害セラルル事ヲ報告セリ.由 是觀之填塞 ノ

際ニ用フル物質竝ニ共量ノ如何ニ依 リテ或ハ免疫體産生抑制セラレ或ハ促進セラルルモパノ如シ.

上記諸家ノ填塞實驗ニ依 リテ能働免疫ニ際シ網状織内被細胞系 ノ抗體産生ニ重要ナル意義ヲ有スルモノ

ナルコトハ略ボ一致セル見解 ニ到達セルガ平素動物體内ニ入 リ來レル異物ニ對ン抗體 ヲ造ル任務ヲ總ペテ

ノ細胞ガ一樣ニ行フモノトハ考へ難 ン,造 血臟器又ハ組織球細胞ガ假令此責務 ヲ獨占スルニ非ズトスルモ

抗體形成者トシテ第1線 ニ立ツモパナラントハ諸學者ノ一致セル認識ナ リ.而 シテ能働免疫 ニ於テハ動物
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ノ個性ニ依 リ假令填塞處置 ヲ施サザルモノニ於テモ抗體産生能力ノ著シク弱キモノアリ.從 ツテ對照 トシ

テノ目的ニ適セザル事有 リ,茲 ニ於テ余ハ,カ カル缺點 ヲ除去センガ爲メ被働性免疫動物ヲ以テ實驗せ リ.

即 チ被働性免疫 ニ於デハ動物 ノ體重ニ依 リ推定血量ヲ概算ン得ルヲ以テ其推定血量ニ依 リ對照 ト同一量ノ

免疫血清ヲ注入 ンテ一定時間ノ後,採 血 ト同時ニ諸臟器越幾斯ヲ造 リ臓器ニ於ケル免疫體抑留 ノ量的關係

ヲ比較研究 シ以テ墨汁填塞ガ如何ナル影響 ヲ之ニ與 フルモノナリヤニ就キ實驗セルモノナリ.

第3章　 墨 汁 填 塞 ノ 被 働 性 見 疫 動 物 ニ 於 ケ ル 血 液 竝 ニ

諸 臓 器 越 幾 斯 中 ノ 免 疫 體 抑 留 ニ 及 ボ ス 影 響

第1節　 實驗 材 料 及 ピ其 方 法

第1項　 實 驗 動 物

動物ニ被働性兔疫ヲ施 シ其臓器越幾斯中ニ免疫體ヲ證明シ得 ントセパ,可 及的多量ノ免疫血清ヲ要ス.而

ンテ免疫血清 ノ内,細 菌凝集素血清,血 球凝集素血清ニ於テハ高價ナルモノヲ得ル事比較酌容易ナルモ溶血

素血清,沈 降素血清ニ於テハ高價ナルモノ容易ニ得難 シ,從 ツテ被働性免疫ニ際 シ注入スル免疫血清 ノ量ヲ

少ナクシテ目的ヲ達セ ントセパ動物 ノ小ナルモノヲ選プ必要アリ.依 リテ余ハ體重700g内 外 ノ幼小ナレド

モ強壯ナル家兎竝ニ300g内 外 ノ海〓 ヲ用ヒタリ.

第2項　 墨 汁 ノ 製 法

開明墨汁ノ可及的新ラシキモノヲ0.85%ノ 生理的食鹽水ニテ10倍 ニ稀釋 シ之ヲ濾過紙 ニテ靜カニ濾過シ

タル後一般消毒法ニ從ヒ滅菌セルモ ノヲ用ヒタリ.余 ハ常ニ之ヲ標準液 トセリ.而 シテ終始墨汁ノ濃度ヲ一

定 ニスル事ハ可成 リ困難ナル事ニシテ辻氏法 ト稱スルモ素ヨ リ正確 トハ云ヒ難 ク,著 者ハ簡便ナル長雄,岡

田氏等ノ法ニ從ヒ一定 ノ毛筆ヲ以テ紙上ニ塗抹 シー充分濃ク書冩 シ得ル色調ヲ以テ標準 トセル事モア リキ.

斯 クシテ同名ノ純良ナル唐墨ヲ硯面滑澤ナル清靜ナル赤間石硯 ニテ0.85%生 理的食鹽水約109ヲ 以 テ強力

ヲ用フル事無ク徐々ニ研磨シ,前 記紙 上ニ書字セルモノト同一濃度 ノ墨汁ヲ製ン,濾 過紙ニテ濾過 シ直チニ

使用ンタル事モアリキ.

第3項　 墨汁填塞 パ方法

注射ハ家兎ニ於ハテ耳靜脉.海 〓 ニ於テハ頸靜脉ヨリ行ヒ1囘 ノ注射量ハ家兎 ニ於テハ5-10g海 〓 ニ於

テハ3-5gト セ リ.

注 入ノ際注意スベキハ前記ノ如 ク製造 シタル墨汁食鹽水溶液 ラ良 ク混和シ,體 温ニ暖メ,極 メテ徐々ニ注

入ズベキ事ニシテ急速 ニ注入 シ終ル時ハ墨汁粉子ハ血液 ト充分混和セズシテ諸所 ニ栓塞 ヲ形成 シ急劇ナル

徑攣 ヲ起 ンテ死ス事アリ.又 墨汁 ノ製作後,時 ヲ經テ含有膠質 ノ變化セルモノハ 又屡々動 物ヲイトスコトア

リ.

以 上ノ如キ注意 ヲ怠ラザル時ハ墨汁ハ化學的ニ無害 ナル故 ニ動物ニ可成 リ多量ヲ連續的ニ注入スルモ輕

度 ノ食慾減退.體 重減少 ヲ來ス以外ニ大ナル障碍 ヲ來サザルモノナ リ.墨 汁注入後,時 ニ甚ダシク衰弱シ或

ハ下痢等ラ起ス事アルモ多クノ場合何等健康障碍ヲ來サザルモノナ リ.
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第4項　 被働性免疫 ニ用 ヒタル免疫 血清 ニ就 キ

免疫動物 トシテ體重2-2.5kgノ 強壯ナル成熟家兎ヲ用ヒ,免 疫原 トンテ牛血清,大 腸菌,山 羊血球,鷄 血

球 ヲ以テシ.抗 原注射ハ總ペテ耳靜脉ニ於テ爲セリ.

1)牛 血清ハ1囘 量ヲ0.5-1ccト シ4日 ノ間隔ニテ5-10囘 免 疫ン最後 ノ免疫ヨリ約7日 目ニ採血シ緒

方教授ノ稀釋沈降反應ニ依ル稀釋沈降價1:1000以 上 ノモノヲ得テ之ヲ實驗ニ供セ リ.

2)大 腸菌ハ教室保存ノ大腸菌ノ18-20時 間寒天培養基上ニ培養センモノ, 3白 金耳ヲ10ccノ 生理的食

鹽水ニ浮游セシメ60℃ ニ2時 間宛, 3日 間重湯煎中ニ加熱殺菌シタルモノヲ0.5ccヨ リ漸次増量的ニ3-4

日ノ間隔ヲ置キ,數 囘乃至十數囘注射 シ,最 後 ノ兔疫ヨリ約7日 目ニ採血 シ,「アグルチノスコープ」ヲ以テ

觀察シタル凝集價1:20.000以 上 ノモノヲ得テ實驗ニ供 セリ.

3)山 羊血球ハ3囘 洗滌後,其10%生 理 的食鹽水浮游液ヲ作 リ之ヲ5cc宛4日 ノ間隔ヲ置キテ數囘以上

免疫シ.最後ノ免疫 ヨリ約7日 目ニ採血 シ,一般方式ノ如クシテ溶血價 ヲ測定ン,其溶血價1:10,000以 上 ノ

モノヲ得テ之ヲ實驗ニ供セリ.

4)鷄 血球ハ山羊血球ノ場合 ト同方法ニテ免疫 シ共血球凝集價1:10,000以 上 ノモノヲ得テ之 ヲ實驗ニ供

セリ.

第5項　 被働性免疫 ノ方法

實驗動物 トシテ體重700g内 外 ノ幼小ナル家兎及ビ3009内 外 ノ海〓ヲ用ヒ,其 血液最ヲ體重ノ1/13ト 概

算 ン,求 メントスル免疫價ニ血液量ヲ乘 ジタルモノニ相當スル様免疫血清ヲ注入セリ.即 チ體重650gノ 家

兎アリトセパ其1/13即 チ50gハ 其家兎ノ概算血量ナリ,依 リテ被働性免疫後流血中ノ免疫體價1:320ヲ 得

ンニハ320×50=16.000ニ 相當スル免疫血清ヲ注入セザル可カラズ.今 茲ニ1:2.000ノ 免疫血清ア リトセパ

某8ccハ1:16.000ニ 相當スルヲ以テ8ccヲ 耳靜脉ニ注入スレパ可ナ リ.勿論之ハ大體 ノ目標ニシテ1:2.000

ノ免疫血清 ト雖モ辛 ジテ1:2000ノ 價 ヲ保 ツモノアリ,或 ハ倍數稀釋セルヲ以テ1:2000ト 衣 ノ稀釋1:4000

トノ間ニハ132500ア リ, 1:3000ア リ, 1:3500ア リ,故 ニ前記 ノ方法ニテ注入スルモ1:640ガ 出ル事アリ

1:320± トナル事ア リ, 1:160ナ ル事アルハ勿論ナ リ.

第6項　 臓器越幾斯 ノ製法

臟器越幾斯製造ニ際シテハ先ヅ組織中ニ含有スル血液ヲ可及的除去セザル可カラズ.余 ハ被働性免疫動

物ノ1側 ノ頸動脉ヲ切斷放血セシメ家兎 ノ將ニ死ニ至ラントスル直前ニ於テ豫メ用意セル37℃ ノ微温食鹽

水ヲ容レタル圓筒 ト連絡セル「カニユー レ」ヲ頸動脉管内ニ挿入固定 ン,食 鹽水ヲ流通セシメ他側ノ頸靜脉

管39排 出セシム.而 シテ頸靜脉 ヨリ肉眼的透明ナル食鹽水ノ出ヅルニ至 リテ止ム.斯 クシテ各臟器ヲ採 リ

出シ細片トナシ,生 理的食鹽水ヲ容 レタル 「シヤーレ」中ニ別々二入 レ,残 存セル血液ヲ排除 シ,更 ニ滅菌

「がーゼ」上ニ包 ミテ輕ク壓迫 シツツ放出水道水下 ニ洗源
,良 ク殘含セル血液 ノ排除ニ努メ,之 ヲ別々ニ吸取

紙上ニ置キテ充分脱水シタル後,其1gヲ 秤量シ,之 ヲ乳鉢ニテ極メテ丁寧ニ研磨挫滅シ之ニ0.85%ノ 生理

的食鹽水ニ0.5%ニ ナル如 ク石炭酸ヲ加 ヘタルモノ5ccヲ 混 和シ所謂5倍 ノ臟器乳剤ヲ造 リ,試 驗管 ニ入レ

各別ニ56℃ ノ重湯煎中ニ2時 間浸出後, 24時 間 氷室ニ保存 シ,遠 心装置 ニ依 リ固形物ヲ沈澱セシメ其上清

液ヲ採 リ賓驗ニ供セ リ.尚臟器越幾斯製法 ニ關 シテハ余ノ「臟器抗體抽出法 ノ比較研究」ヲ參照セラレタン.
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第7項　 反 應 檢 査 方 法

第1目　 沈 降 反 應

輪現法ニハUhlenhuth氏 原法 ト1927年 緒 方博土22)ノ發表セラレタル稀釋沈降反應法ノ2法 アリ.余 ハ

本實驗ニ於テU氏 法ハ單ニ参考 トナスニ止 メ,全 實驗ヲ通 ジテ專 ラ沈降素ノ量的關係ヲ最モ正確ニ表示ス

ル處 ノ緒方氏法ニ依レ リ.即チ臟器浸出液或ハ免疫血清 ヲ10%海 〓 血清生理的食鹽水溶液又ハ2%「 アラビ

ヤゴム」食鹽水溶液ニテ漸次遞降的ニ稀釋 シ,之 ニ對 シ沈降原ヲ生理的食鹽水ニテ順次稀釋セルモノヲ疊層

ス,然 ル時ハ或特定濃度ノ抗原溶液 ノミガ最モ良ク高度稀釋 ノ臟器浸出液又ハ免疫血清 ト反應 ス,此場合共

特定濃度ノ抗原ヲ稱シテ結合帶(Bindungs-Zone)ト 云 ヒ其結合帶 ト反應シ得タル免疫血清又ハ臟器浸出液

ノ最高稀釋度ヲ稱シテ稀釋沈降價(Verdunnungstiter)ト 云 フ.而 シテ此結合帶ハ同一免疫血清ナル時バー

定不變ナ リ,稀 釋沈降價ハ其沈降素血清中 ノ沈降素屋ヲ表示スルモノナリ.

第2目　 細 菌 凝 集 反 應

18時 間寒天培養 ノ大腸菌3白 金耳ヲ生理的食鹽水10ccノ 中 ニ極 メテ平等ニ浮游セシメ60℃ ノ重湯煎中

ニテ2時 間加温殺菌シ該菌液ノ4滴 宛ヲ血清又ハ臟器侵出液ノ遞降的稀釋液1cc宛 ヲ盛レル試驗管ニ滴加

シ良ク振量セシ後37℃ ノ艀卵器由ニ入 レ置ク事2時 間ノ後,取 リ出シ翌朝迄室温ニ放置シ,然 ル後「アグル

チノスコープ」ヲ以テ檢 シ良 ク對照 ト比較シ以テ其成績ヲ判定セ リ.而 シテ反應用ノ菌液ノ濃度ハ常ニ注意

シテ全實驗 ヲ通ジテー定ナラシムル様努メ,以 テ成績結果 ノ正確ヲ期セ リ。

第3目　 血 球 凝 集 反 應

血球凝集反應ノ場合多量 ノ血球ヲ使用 スル時ハ反應 ノ發現不鮮明 トナルニ就キ余ハ 臟器浸出液又ハ血清

ノ遞降的稀釋液ヲ盛レル各試體管ニ0.5%鷄 血球生理的食鹽水俘游液等量ヲ混和 ジ37℃ ノ艀卵器ニ入 レ置

ク事2時 間 ノ後,取 リ出シ翌朝迄室温ニ放置 シ反應ヲ檢スル事 トセ リ.輕 ク振盪 ジテ尚ホ肉眼ニテ明カニ見

得ル血球凝集塊 ノアルモノヲ(+)ト シ,然 ラザルモノヲ(-)ト セ リ.

第4目　 溶 血 反 應

溶血價ハ使用スル補體量 ニ依 リ著 シク差異ヲ生ズルニ依 リ毎實驗共ニ補體價 ノ2倍 量ヲ使用セリ.血清竝

ニ臓器浸出液ノ遞降的稀釋液ヲ盛レル各試驗管ニ余ハ常ニ0.5ccノ 系統 ヲ用ヒタルヲ以テ補體價 ノ2倍 量

例ヘパ補體價0.5ナ ラバ10%海 〓 血清食鹽水溶液0.5cc宛 ヲ加へ,更 ニ2.5%ノ 山羊血球浮游液0.5cc宛 ヲ

混加シ全量1.5ccト ナシ各試驗管毎 ニ良 ク混和セシメ,之 ヲ37℃ ノ艀卵器中ニ入レ置キ2時 間ノ後,取 リ出

y窒 温ニ放置 シ翌朝檢査セリ.完 全溶血ヲ(+)ト ナ シ,然 ヲザルモノヲ(-),弱 溶血ヲ(±)ト セ リ.

第2節　 實 驗 成 績

第1項　 墨汁填塞 ノ被働性免疫家兎ニ於 ケル

沈降素抑留 ニ及ボス影響

第1目　 大量墨汁填塞ノ場合

余ハ3頭 ノ家兎ヲ取リ1頭ハ對照ト爲シ他ノ2頭 ニハ墨汁5cc宛 毎日1囘, 5日間連續耳靜脉注入ヲナシ

最後ノ墨汁注入ノ翌日被働性免疫ヲ施セリ.
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各實驗列ニ於ケル動物ハ成 ルペク體重近似 ノモノヲ選 ビ且其體重ニ依 リ概算血量ヲ測定 シ同一免疫血清

ヲ各體重相當量注入セリ.而 シテ被働性免疫後24時 間 ノ後深血 ト同時ニ諸臓器越幾斯ヲ造リ實驗ニ供セリ.

尚 ホ被働性免疫ニ用ヒタル免疫血清ハ緒方氏法 ニ依 ル結合帶1:500,稀 釋沈降價1:3500ノ モ ノヲ「カル

ボール」等 ノ消毒藥ヲ混 ズル事無クシテ保存セルセノヲ用 ヒタリ.其 成債第1表 ニ示ス如シ。

第1表　 大 量墨汁填 塞後 ノ被働性 免疫 家 兎 ニ於 ケル沈降 素 ノ血液

竝 ニ諸臟器 ニ於 ケル量的比較

即チ第1表 ニ於テ見ル如 ク墨汁大量注入家兎ニ於テハ免疫體抑留量對照ニ比 シテ著シク少ナキ見ル.即

チ家兎1號2號 ニ於テハ填塞處置ニ依 リ網状織内被細胞系統ガ炭顆粒ヲ貪喰 シ,強 ク侵サ レシ爲メニ.其 機

能ガ阻害セラレタルモノト思考ス可キキノナラン.

第2目　 少量 墨汁 注入 ノ場 合

大量墨汁填塞 ノ後,被 働性免疫ヲ施ス時,臟 器越幾斯中免疫體ノ抑留對照 ニ比シ著 シク減弱セルヲ見 タル

ヲ以テ,少 量墨汁注入ハ如何ナル影響ヲ與フルモノナルカヲ實驗セ リ.余 ハ3頭 ノ家兎ヲ取 リ1頭 ハ對照 ト

爲シ他ノ2頭 ニハ墨汁0.5-1cc宛 毎 日1囘, 5日 間連續耳靜脉注入ヲ爲 シ最後墨汁注入ノ翌日被働性免疫

ヲ施セ リ.

各實驗列ニ於 ケル動物ハ成ルペク體重近似 ノモノヲ選ビ,且 體 〓ニ依 リ概算血量ヲ測定 シ一同一免疫血清

ヲ體重椙當注入セリ.而 シテ被働性兔疫後24時 間 ノ後,採 血 ト同時ニ諸臟器越幾斯 ヲ造 リ實驗ニ供セ リ.
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尚ホ被働性免疫 ニ用ヒ ダル免疫血清ハ緒方氏法ニ依ル結合帶1:10,000稀 釋沈降質1:1,600ノ モノヲ「力

ルボール」等 ノ消毒藥 ヲ加フル事無クシテ保存セルモノヲ用ピタリ.實 驗成債ハ第2表 ニ示ス如 シ.

即 チ少量墨汁注入セルモノハ對照 卜殆 ド一致シタル成績 ヲ示シ其間 ニ著 シキ差異 ヲ見ザ リキ.

第2表　 少量 墨汁填塞後 ノ被働性 免疫 家兎 ニ於 ル ケ沈降 素 ノ血液

竝 ニ諸臓器 ニ於 ケル量的 比較

第2項　 墨 汁填 塞 ノ被働 性免疫家 兎 ニ於 ケル

溶 血素抑留 ニ及 ボス影響

第1目　 大 量墨汁填塞 ノ場 合

本實驗ニ於テ余ハ5頭 ノ家兎ヲ取 リ2頭 ハ對照 ト爲シ, 3頭 パ墨汁10cc宛5日 間連續耳靜脉注入ヲ爲シ,

最後 ノ墨汁注入ヨリ24時 間後,抗 山羊血球家兎免疫血清ヲ耳靜脉注入,被 働性免疫 ヲ施セ リ.

而 シテ被働性免疫後24時 間 ノ後 採血 ト同時ニ諸臟器越幾斯 ヲ作 リ實驗ニ供セリ。尚ホ被働性免疫 ニ用

ヒタル免疫血清ハ溶血價1:16,000ヲ 有 スルモ ノニシテ消毒藥 ヲ加 フル事無クシテ保存セルモノヲ用ピタリ

實驗成績第3表 ニ示ス如 シ.

即 チ大量墨汁填塞家兎 ニ於テハ臟器越幾斯中ニ於テ抑留セラルル溶血素ハ著シク對照ニ比 シテ少ナキヲ

見ル可 シ.

即 チ墨汁填塞 ハ被働性免疫後溶血素ノ臟器押留ニ著 シキ障碍ヲ與フルモノナリ.
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第3表　 大量墨汁填塞後ノ被働性免疫家兎ニ於クル溶血素ノ血液

竝ニ諸臓器中ノ量的比較

第2目　 少 量墨汁注 入 ノ場合

本實驗ニ於テ余ハ4頭 ノ家兎ヲ選ビ1頭 ハ對照 ト爲シ他 ノ3頭 ニハ墨汁2cc宛5日 間連續耳靜脉注入ヲ

爲シ,翌 日被働性免疫ヲ施 シ24時 間 ノ後,採 血 ト同時ニ諸臟器越幾斯 ヲ作 リ實驗ニ供セリ.

第4表 ニ示ス如ク少量墨汁注入ニ於テハ對照 ニ比較 シテ臟器越幾斯由ノ免疫體抑留量ハ少 シク減弱スル

カ或ハ相等シ.

即チ少量墨汁注入ガ特ニ組織細胞ヲ刺戟シテ抗體抑留度ヲ高ムペシトハ思ハレズ.
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第4表　 少量墨汁注入後ノ被働性免疫家兎ニ於ケル溶血素ノ血液

竝ニ諸臓器中ノ量的比較

第3項　 墨 汁 填 塞 ノ被 働 性 免 疫 海 〓 ニ於 ケ ル 細 菌 凝 集 素 抑 留 ニ 及 ボ ス 影 響

余 ハ 第1項,第2項 ニ於 テ 家兎 ニ於 ケル 墨 汁填 塞 ノ被 働 性免 疫 後 ノ沈 降 素竝 ニ溶 血 素 抑留 ニ及 ボ ス影 響

ニ 就 キ實 驗 シ タル ヲ以 テ 海 〓 ニ於 テ ハ他 ノ兔 疫 體抑 留 ニ 及 ボ ス 影 響 ヲ實 驗 セ ン トセ リ.而 シテ 余 ハ 次 ニ記

載 ス ル如 キ理 由 ニ依 リ細 菌凝 集 素 ノ被 働 性免 疫 後 ノ消 長 ニ就 キ實 驗 セ リ.

1909年Friedberger氏 ハHartoch23) u. Castelli24)氏 ト共 ニ緬 羊 血 球 ヲ以 テ 家 兎 ヲ免 疫 シテ 得 タル 血 清 ハ

「モ ル モ ツ ト」ニ對 シ強 毒 作 用 ア ル ノ事 實 ヲ發 見 シ免 疫 血清 過 敏 症 ト命 名 セ リ.而 シテ 此 現 象 ヲ 説 明 スル ニ

緬 羊 血球 ニ依 ル免 疫 血 清 中 ニ ハ抗 體 ト同 時 ニ抗 體 製 造 ニ 用 ヒ タル 抗 原 ノ殘 物 ガ家 兎 ノ體 内 ニ於 テ ハ 互 ニ 作

用 ヲ起 サ ズ所 謂 併 存 セ ル モ 一旦 「モ ル モ ツ ト」ニ注 射 セ ラ ル ル 時 ハ補 體 ノ作 用 ヲ受 ケテ 爰 ニ毒 物 生 成 セ ラ レ

過 敏症 ヲ起 ス ト爲 セ リ.然 ル ニV. Dungern u. Hirschfeld25), Doerr u. Weinfurther26)氏 等 殊 ニDoerr u.

 Weinfurther氏 ニ依 リテ非 常 ナ ル 反對 ヲ受 ケ一 般 ノ承 詔 ス ル處 トナ ラ ズ,其 後幾 多 ノ臆 説 相 次 デ出 デ シガ何

レモ 之 ヲ 説 明 シ得 ザ リキ. 1911年 ニ至 リテForsaman氏 ガ 「モ ル モ ツ ト」ノ腎 臟 ヲ以 テ 家 兎 ヲ免 疫 ス ル時 ハ

高 度 ノ抗 緬 羊 血球 溶 血 素 ヲ發 生 ス ル ノ事 實 ヲ發 見 セ ル ニ及 ビ漸 ク解 決 ノ端 緒 ヲ得 遂 ニForssman u. Hintze27)

 Doerr u. Piok28). Sache u. Nathan29)及 ビAmako30)氏 等 ニ依 リテ,是 レ 「モ ル モ ツ ト」臟 器 ハ「フ」氏 抗 原 ヲ

有 ス ル爲 メ ニ該 抗 原 ニ對 應 セ ル 免疫 血 清 ヲ注 射 ス レパ 補 體 ノ作 用 ヲ受 ケ テ 毒 物 生 成 セ ラ レ過 敏 症 ヲ惹起 ス

ト説 明 サ ル ル ニ 及 ビ始 メテ 闡 明 トナ レ リ即 チ 此場 合 ノ過 敏 症 ヲ逆 過 敏 症 ト云 ヒ 「フ」氏抗 原 ガ「モ ル モ ツ ト」
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體内ニア リ,其所 ニ「フ」氏抗體ガ注入セラルル時 ニ互ニ結合シテ過敏症ヲ惹起スルモノナ リ.

又武正31)氏 ハ鷄血球ニ依 ル免疫血清ヲ「モルモツト」ニ注射 シタルニ血清注射後強烈ナル症状ヲ呈 シ斃死

スルヲ見,而 モ臨牀上 ノ徴候竝ニ死後 ノ剖見ハ全 ク過敏症ノ状態 ト同様ナリキト.余 モ免疫價1:32,000ヲ

有 スル抗鷄血球家兎免疫血清 ヲ「モルモツト」ノ耳靜脉内ニ注入シタルニ強度ノ呼吸困難ヲ起 シ,絶 エズ糞

尿 ヲ排泄シ,遂 ニ側方ニ倒 レ吸氣ノ状態ニ於テ斃死セ リ.剖 見ノ結 果血液ハ暗赤色ヲ呈 シ凝固性減少 シ肺臓

著シク膨脹セルヲ見タリ,茲 ニ於テ余ハ海〓 ニ沈降素以外 ノ免疫體含有血清ヲ以テ被働性免疫 ヲ施スニハ

抗緬羊血球免疫 血清(溶 血素血清)又 ハ抗鷄血球免疫 血清(血 球凝集素血清)ハ 「モルモツト」ヲ斃死サスヲ

以テ,動 物ヲ斃死セシメザル抗大腸菌凝集素血清 ヲ用ヒテ被働性免疫ヲ施 シ墨汁填塞 ノ免疫體抑留 ニ及ボ

ス影響ニ就キ實驗シタル次第ナリ.

第1目　 大量墨汁填塞 ノ場合

余ハ3頭 ノ海〓 ヲ取 リ1頭 ハ對照 ト爲シ2頭 ハ墨汁3cc宛 毎 日1囘, 3日 間連續頸靜脉注入ヲ爲 シ最後 ノ

墨汁注入後24時 間ニシテ被働性免疫 ヲ施セリ.而 シテ被働性免疫後24時 間 ノ後,採 血 ト同時ニ諸臓器越幾

斯 ヲ造 リ實驗ニ供セリ.尚 ホ被働性免疫ニ用ヒタル家兎免疫血清 ノ細菌凝集價ハ1:32.000ノ モ ノヲ.石 炭

酸等ノ消毒藥 ヲ混ズルコト無クシテ保存セルモノヲ用ヒタリ.其 成績ハ第5表 ニ示ス如 シ.

即チ墨汁填塞海〓ニ於テハ臟器越幾斯中細菌凝集素 ノ抑留量ガ對照ニ比 シテ少ナキヲ見ルペシ.

第5表　 大量 墨汁填塞後 ノ被働性 免疫 溶〓 ニ於 ケル血液

竝 ニ諸臟器越幾 斯中 ノ細 菌凝 集素 ノ量的比較
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第2目　 少量墨汁注 入 ノ場 合

本實驗ニ於テ余ハ體重近似ノ3頭 ノ海〓ヲ取 り1頭 ハ射照 ト爲 シ,他 ノ2頭 ニハ墨汁3cc1同 ノミ頸靜脉

注入ヲナシ24時 間 ノ後被働性免疫 ヲ施セ リ.而 シテ被働性免疫後24時 間ノ後,採 血 ト同時ニ諸臓器越幾斯

ヲ造 リ實驗ニ供セリ.

即チ第6表 ニ示ス如ク墨汁少量注入ニ於テハ對照 トノ間ニ著シキ差異ヲ認メズ.即 チ臓器越幾斯中細菌

凝集素 ノ抑留量ハ正常 ト等 シキカ或ハ少 シク減弱シ居ル程度ナリ.

第6表　 少量墨汁注 入後 ノ被働 性免疫海 〓 ニ於 クル血液

並 ニ諸臓 器越幾斯 中 ノ細菌 凝集素量比 較

第4項　 墨汁填塞 後 ノ網状織 内被細 胞機能 障碍 ノ恢復期 ニ於 ケル

家 兎 ニ血球 凝集素 ヲ以 テ被働 性免疫 ヲ施 シタル場 合 ノ諸

臟 器 ニ於 クル抗 體抑留度 ニ就 キテ

從來ノ諸家ノ研究ニ依 レパ一旦炭粉ヲ貪喰 シタル網状織内被細胞ハ漸次之ヲ細胞體外ニ排泄シ,或 ハ共

細胞ハ死滅 シタル援速 ニ之ニ代ルペキ健全ナル細胞新生セラルルモノナルガ故 ニ墨汁ニ依 ル機能障碍ハ比

較的早期 ニ恢復セラルルモノナルヤモ知 レズ,此 間ノ消息ヲ知ラント欲 シテ次ノ實驗ヲ行ヘリ.

即 チ家兎3頭 宛1組 トナシ, A組, B組, C組 トシA組 ニ於テハ1頭 ヲ對照 トシ1頭 ニハ墨汁5cc宛1頭

ニハ墨汁1cc宛5日 間連繊耳靜脉注入 ヲ爲 シ最後 ノ墨汁注入ヨリ5日 目ニ被働性免疫 ヲ施シ24時 間ノ後

採血 ト同時ニ諸臟器越幾斯ヲ造 リ實驗セ リ. B組 ニ於テハ7日 目ニ, C組 ニ於テハ10日 目ニ夫々被働性免疫

ヲ施 シ實驗セリ.而 シテ被働性免疫 ニ用ヒタル免疫血清ハ抗鷄血球家兎免疫血清 ニシテ血球凝集債1:20,000
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ヲ有スルモノヲ石炭酸等 ノ消毒藥ヲ混ズル事無 クシテ保存セルモノヲ用ピタ リ.

其成績ハ第7表 ノ1, 2, 3ニ 於テ示ス如ク墨汁ニ依 ル抗體抑留機能障碍ハ最終墨汁注入後5-7日 ニ於テ

ハ未ダ全ク恢復セザルモ10日 ヲ經過スレパ可成 リ恢復セラルペキモノト詔ム.但 シ此時期ニ於テモ肝,脾,

骨髓ノ炭粉貪喰 ニ依ル黒變ハ遺幾セ リ.

第7表 ノ1　 最 終填塞 ヨ リ5日 目 ノ被 働性免疫 家 兎ニ於 ケル血液竝 ニ

諸臟 器越幾 斯中 ノ血球凝集 素 ノ量 的比較

第7表 ノ2　 最終填塞 ヨリ7日 目ノ被働姓免疫家兎ニ於ルク血液竝ニ

諸臟器越幾斯中ノ血球凝集素ノ量的比較
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第7表 ノ3　 最終填塞 ヨリ10日 目ノ被働性免疫家 兎ニ於 ケル血液

竝 ニ諸臓器越幾斯中ノ血球凝集素 ノ量的比較

第5項　 墨汁 ニ免疫 血清 ヲ混 ジタル モノ ニテ被働性免疫 テ施 シタル

場合 ノ諸臓器 ニ於 ケル抗體抑留度 ニ就 キテ

余ハ上記諸種 ノ實驗ニ依 リテ免疫學上重要ナル意義ヲ有スル所 ノ網状織内被細胞ヲ墨汁ヲ以テ填塞 シ該

細胞機能 ヲ障碍 シタル上,被働性免疫 ヲ施ス時ハ諸驗器越幾斯由抗體抑留量減弱セラルルヲ認 メタルガ夫レ

ハ墨汁共モノガ免疫血清中 ノ抗體ヲ吸着 シタル爲メニ非ズヤトモ考 ヘラルペキヲ以テ 墨汁ニ免疫血清ヲ混
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ジ,良 ク混和ン之ヲ以テ被働性免疫 ヲ施シ實驗シタリ,即 チ3頭 ノ家兎ヲ選ピ1頭 ハ對照 ト爲シ他 ノ2頭 ニ

ハ墨汁ト免疫血清 トヲ加ヘタルモノヲ耳靜脉ニ注入シ24時 間 ノ後採血 ト同時ニ諸臟器越幾斯 ヲ造 リ實驗セ

リ.但 ン免疫血清ハ血球凝集便1:20,000ヲ 有 スル抗鶏血球家兎免疫血清 ヲ用ヒタリ.

其成績第8表 ニ示ス如 シ.

第8表　 墨汁 ニ免 疫 血清 ヲ混 ジタル モノニテ被働性免疫 ヲ施 シタル

場 合 パ諸臟器 ニ於 クル抗 體抑留 度 ニ就 キテ

即チ墨汁ニ免疫血清ヲ混 ジタルモノヲ注入スルモ或ハ又單 ニ免疫血清ノミヲ注入スルモ抗體 ノ抑留量ニ

大ナル差異無シ,唯墨汁ヲ混 ジタル場合ガ抗體ノ臟器ニ於ケル抑留量少 シク少キカノ感アルノミ.若 シモ墨

汁自己ガ免疫體 ヲ吸着シ之ガ分離シタルモノナラパ墨汁ヲ最モ良ク貪喰スル處 ク肝臟 ノ如キハ他臟器 ヨリ

モ最モ多ク證明セラレザル可カラズ.然 ルニ正常家兎ニ於ケルト同様ノ率ニ證明セラルルヲ見ルベシ.之 ニ

依 リテモ著者ノ實驗セル墨汁填塞家兎諸臟器浸出液中ニ證明セラレタル免疫 體ハ墨汁中ノ炭顆粒ニ吸着セ

ラレタル免疫體ガ分離シテ浸出液中ニ移行セルモノニアラザル事ヲ立證スルコトヲ得ペシ.又 元來炭末等

ニ吸着セラレタル抗體ハ再ピ共炭末ヨ リ分離スルコトハ極メテ困難ニシテ殆 ド證明シ得ザルゼノナ リ
.

第3節　 諸 成 績 ノ 總 括

實驗室 ニ於 クル經驗 ニ依 レバ被働性免疫 ニ於 テ モ免疫 體臟 器越 幾斯 中抑留關係 ハ家 兎 ニ依 リ

テ非常 ニ個體的差異甚 ダシク 對 照 ト1-2例 宛 列 べ行 ヒタル實驗 ニ於 テハ 屡 々全然反對 ノ成 績

現 ハ レ吾人 ヲシテ五里霧 中ニ彷徨 セシムル事有 リ,此 故 ヲ以 テ余 ハ必要 ト思 フ程度 ニ成 ルベ ク

例數 ヲ多ク セン事 ニ努 力 セ リ,且 正常家兎 ヲ以 テノ對照 ノ如 キモ,成 ルペ ク同一免疫 體 ヲ以 テ

被働性免疫 ヲ施 シ,同 一時 日ニ,同 一 ノ免疫原 ヲ以 テ實 驗 スル様 努 メタ リ.

斯 ク シテ得 タル上記諸種 ノ成績 ヲ紬括 スル時 ハ次 ノ如 シ.
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1)家 兎 竝 ニ海 〓 ニ大 量 ハ墨汁 号注 入 シ以テ網状 織内被細 胞系 ノ機 能 ヲ障碍 スル時 ハ被働性

免疫 ニ際 シ諸臟 器越 幾斯 中免疫體 抑留著 シク減弱 ス.

2)少 量 墨汁注入 ハ此 種免疫體抑留機能 ヲ亢進 セ シムル能 ハズ,正 常 ニ等 シキカ或 ハ少 ジク

減弱 ス.

3)靜 脉 内被働性免疫 ニ際 シ墨 汁 ハ填塞 ニ依 ル臟 器越幾斯 中ノ免疫 體抑 留機能 ノ減弱 ハ一定

時期 ノ後(約10日 後)恢 復 セラル ルモ ノナ リ.

第4章　 過 敏 症 反 應 ノ 被 働 性 免 疫 家 兎 竝 ニ 海 〓 ノ 諸 臟 器

越 幾 斯 中 ニ 於 ケ ル 免 疫 體 抑 留 ニ 及 ボ ス影 響

第1節　 實 驗 ノ 目 的

余ハ第3章 ニ於テ網状織内被細胞系 ハ墨汁填塞ガ被働性免疫ニ際 シ免疫體ノ臟器抑留ヲ減弱セシムル事

ヲ認メタルガ,動 物ニ新鮮ナル牛血清ヲ以テ感作注射ヲ爲シ一定 ハ潜伏期 ハ後抗原ノ再注射ヲ爲シ以テ輕

度 ハ過敏症ヲ惹起セシメタル後之 ニ被働性免疫 ヲ施シテ免疫體 ノ臟器抑留關係ニ如何ナル變化アルヤヲ實

驗セントス.

第2節　 實 驗 動 物 及 ビ實 驗 方 法

1.實 驗動物

實驗的ニ過敏症 ヲ惹起 シ得 ベキ動物ハ家兎,鼠,馬,鳩,鴨,犬,海 〓等種々ナルガ就中海〓ハ單ニ1囘 ハ

過敏原注射ニ依 リテモ容易ニ過敏性ヲ獲得スル特性 ヲ有 シ且其反應常ニ完全ニシテ個性ハ相違ヲ殆 ド認メ

ザルガ故ニ過敏症ノ研究ニ最モ適應セル動物 トシテ從來諸學者ニヨリ用ヒラルル所ナ リ,又 家兎ハ海〓ノ

如 ク著明ナル過敏症ヲ惹起セザルモ血壓下降ニ依 リテ過敏症状ヲ知ル事ヲ得 ベク,海 〓ニ次イデ良ク實驗

ニ用ヒラルル所ナ リ.而 シテ余 ハ實驗ニ於テ過敏症發現ハ唯實驗ノ前提 ニシテ動物ヲ殺ス程度 ハモハニテ

ハ不可ニシテ極 メテ輕度ハ過敏症 ヲ起サシメタル後,高 價免疫血清ヲ注入 シテ被働性免疫後 ノ免疫體ノ血

液竝ニ諸臟器越幾斯中ノ抑留關係ヲ知ラントスルモハナル故ニ余ハ300g内 外 ノ海〓及ビ700g内 外 ハ家兎

ヲ使用セリ.

2.前 處置(感 作)

余 ハ抗原(過 敏原)ト シテ新鮮ナル牛血清ヲ用ヒ,之 ヲ動物 ノ胸骨部皮下ニ家兎ニアリテハ0.5-1cc,海

〓 ニアリテハ0,3cc注 射 スルヲ例 トセ リ.

3.再 注射 ハ時期(潜 伏期)

感作注射 ト再注射 トノ間隔ハ凡 ソ2-4週 日ヲ最 モ適當 トスル ト云 フヲ以テ海〓ニ於テハ2-3週 後,家

兎ニ於テハ3-4週 後 ヲ選ビテ再注射ヲ行 ヘリ.

4.再 注射(發 症注射)

過 敏性抗原 ハ再注射星ハ本實驗ノ根基ヲ爲スモハナリ.余 ハ再注射 ヲナス時ハ,先 ヅ一定潜伏期ヲ經過セ

ル感作海〓竝ニ家兎ノ採血ヲ爲 シ緒方氏法ニ依 リテ 其血清中 ハ沈降素ハ結合帶 ヲ測定ス.血 量ハ大約體重
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ノ1/13ナ ル ヲ以テ之 ニ依 リ血量ヲ推定 シ,靜 豚内ニ免疫原ヲ注射スル場合ニハ流血中ハ免疫原濃度 ガ結合

帶ニ相當スルガ如キ免疫原量ヲ注射セ リ.

今1例 ヲ示サンニ感作海〓 ハ體重260gナ ル時ハ其推定血量ハ20ccナ リ.而 シテ此感作海〓ヨリ採血シ

テ其血清沈降素 ノ結合帶ヲ測定シ1:100ヲ 得 タリトスレバ血量ヲ結合帶價ニテ除 シタル商即チ0.2ccハ 結

合體相當量ナリ,即 チ0.2ccノ 沈降原ヲ流血中ニ注入スル時ハ沈降原ハ血液ニテ稀釋セラレ流血中ニ於テハ

1:100ノ 濃度トナル.是 レ即チ結合帶ニ相當スルモハナリ.此 結合帶相當量 ヲ基準トシテ,海 〓 ニ於テハ結

合帯相當量ハ1/50-1/100量 ヲ,家 兎ニ於テハ1/25-1/50量 ヲ再注射セ リ.即 チ余 ハ實驗 ニ於テハ過敏症致

死ヲ目的 トスルニ非ズシテ極メテ輕度 ハ過敏症反應ヲ目的 トスレバナリ.

5.過 敏症状

海〓ニ於ケル過敏性 「シヨツク」ニ主要ナル症候群ヲ始メテ觀察セルハTheobald Smith32)氏 ニシテ其後

Otto33), Rosenau a. Anderson34), Dorr u. Russ35)氏 等 ニ依 リテ實驗觀察セラレタルガ何 レモ其症状ニ多少

ノ輕重アリト雖モ,大 略不穏,掻 鼻,立 毛,放 尿,呼 吸困難,跳 躍,斃 死等ヲ以テ主 タルモノトセ リ.余 ノ實

驗ニ於テハ動物ヲ斃死 セシメテハ目的ニ適セズ,極 メテ輕度 ノ過敏症状ヲ惹起セシムルモノナル故ニ上記

固有ナル症候,他 覺的ニ輕微ニシテ緩和ナル變化アラハレ,動 物ハ間モナク舊態ニ復歸スルニ至ル, Pfeiffer

 u. Mita36)氏 ハカカル場合ニモ體温ノ降下ハ特有ニシテ,過 敏症ハ他覺約標準ニ最モ好都合ナ リト稱ス.余

モ亦海〓 ハ場合發症注射 ハ前復ニ檢温シテ參考ニ資セリ.

又過敏性症状ハ動物ニ依 リテ異ナルモノニシテ 家兎ニ於テハ海〓 ニ於ケル如 キ氣管枝痙攣,急 性肺臟擴

張等ハ強度ノ過敏症ニテモ殆 ド見ラレズ.況 ンヤ結合帶相當量ノ1/25-1/50量 ハ再注射ニ依ル過敏性症状

ハ外觀上何等正常ト異ナラズ,血 壓降下ガ最モ重要ニシテ必發ナル症状ナリ而シテ他症状ガ全然缺如セル

場合ニモ常ニ起 リ其度合ハ他 ノ臨牀的症状 ト並行ス ト云ハル,故 ニ余ハ再注射ハ際血壓下降 ノ状態 ヲ油煙

紙ニ畫 カシメタリ.

上記ハ如キ方法ニ依 リ海〓竝ニ家兎ニ輕度ハ過敏症 ヲ惹起セシメタル後之ニ豫 メ準備セル高價免疫血清

ヲ以テ靜脉内被働性免疫 ヲ施 シ24時 間 ノ後採血 ト同時ニ諸臟器越幾斯ヲ造 リ過敏症反應 ノ免疫胆臟器移行

ニ及ボス影響ニ就キ檢索セリ.

第3節　 實 驗 成 績

第1項　 家 兎 ニ於 ケル實驗

體重大略近似 ハ家兎數頭ニ體電1kgニ 對 シテ牛血清1ccノ 割合ニ感作注射ヲ爲シ, 3-4週 間 ノ潜伏期 ハ

後,採 血シ緒方氏法ニ依 リテ血清沈降素價竝ニ結合帶ヲ測定 シ大略結合帶及 ビ沈降素價類似ハモハ2頭 宛

ヲ1組 トナシ,之 ニ對照 トシテ1頭 ノ正常家兎ヲ用ヒ實驗セ リ.杉 本37)氏 ハ實驗ニ依 レバ能働性過敏症發

症ニハ流血中沈降素 ノ多寡ハ大ナル關係ヲ有セズシテ主 トシテ沈降原再注射量ニ關係スルモハナ リト,即

チ余ハ家兎3頭 ヲ以テ1組 ト爲シ第1家 兎ニハ結合帶相當量ハ1/25-1/50量 ノ沈降原再注射 ヲ爲 シ.極 メ

テ輕度 ハ過敏症 ヲ惹起セシム, 1時 間 ハ後被働性免疫ヲ施 ス,第2家 兎ニ於テハ感作注射ヲ爲シ免疫體 ヲ作

ヲシメタルモハニシテ 第1家 兎 ハ血清沈降價及 ビ結合帶 ト等シキカ或ハ略ボ近似ハモハヲ選ビ.再 注射 ヲ

爲サズシテ直チニ第1家 兎 ト同時 ニ被働性免疫 ヲ施セリ,第3家 兎ハ全ク正常ハモノナリ.
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以上1組3頭 ハ家兎ニ,同 時ニ同一免疫血清 ヲ,體重ニ相當シテ凡 ソ同一量ヲ耳靜脉内注入ヲ爲 シ被働性

免疫後24時 間ニ於ケル血液竝ニ諸臟器越幾斯中ノ免疫體抑留關係ヲ檢索セリ.

被 働性免疫ニ用ヒタル免疫血清ハ血球凝集價1:32,000ヲ 有 スル抗鶏血球家兎免疫血清ヲ「カルボール」

等 ノ消毒藥 ヲ混ズル事無 クシテ保存セルモノヲ用ヒ タリ.

實 驗 第1　 結合帶相當量 ハ1/25沈 降 原 ヲ再注射 シタル場 合

能働感作家兎 ニ就キテ結合帶相當量ハ1/25ノ 沈降原ヲ耳靜脉内ニ再注射 シ,夫 レニ依 リテ惹起セラレタ

ル輕度 ノ過敏症々状ハ第1圖 ニ示ス如ク血壓降下ニ依 リテ知ル事ヲ得.而 シテ降下 シタル血壓ハ時間 ノ經

過 ト共 ニ漸次上昇恢復スルヲ見ルベシ.而 シテ對照 トシテ 正常家兎 ニ同量 ハ沈降原ヲ靜脉内ニ注射 シタル

後,血 壓ノ状態ヲ實驗シタルニ第2圖 ニ示ス如 ク何等特別 ハ變化ヲ見ズ.

第1圖　 家 兎 ニ於 ケル1/25結 合 帶相 當量 ノ沈降原 再注射 ニ依 ル血壓降下 ハ状態

第2圖　 正常家兎ニ沈降原 ヲ注射 シタル場合ノ血壓ノ状態

斯クシテ輕度 ハ過敏症ヲ起セル家兎及ビ單ニ能働感作家兎 ト,全 ク正常家兎 トハ3頭 ニ,同 時ニ,同 一免

疫血清ヲ以テ被働性免疫ヲ施セリ.

尚 ホ對照 トシテ前記正常家兎ニ結合帶相當量 ハ1/25ニ 相當スル抗原ヲ注射シタルモハニモ同一免疫血清

ヲ以テ同時ニ被働性免疫 ヲ施セ リ.何 トナ レバ抗原注射ハ一種ノ網状織内被細胞 ノ填塞 トナル爲メ此對照

在 ラザ レバ免疫體臟器抑留 ハ變化ハ果 シテ過敏症ノ爲メナルカ又ハ單ニ抗原注射 ハ爲 メナル如判然セザレ

バナリ.

斯 クシテ4頭 ノ家兎ニ就キ被働性死疫後24時 間ハ後,採 血 ト同時ニ諸臟器越幾斯ヲ造 リ,免 疫體抑留量

ニ如何ナル變化在 リヤヲ實驗シ第9表 ニ示ス如キ成績ヲ得 タリ.
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第9表　 過敏症反應 ハ免疫體臟器移行ニ及ボス影響

(1/25結合帶相當量注入ノ場合)

即チ第9表 ニ於テ見ル如ク家兎 ニ輕度ハ過敏症ヲ惹起セシメタル後,被 働性免疫ヲ施 シタルモノハ免疫

體臟器抑留量著 シク少ナク,單 ニ感作注射ノミセシモノニ,被 働性免疫 ヲ施セルモノハ却ツテ抑留量多 シ.

而 シテ被働性免疫直前ニ於テ1/25結 合帶相當量ニ相當 シタル沈降原量ヲ注入 シタルモノハ免疫體臟器抑留

量,正 常 ト大差無シ.之 ニ依 リテ家兎1ニ 於ケル免疫體ハ臟器抑留量ノ減少ハ過敏症反應 ノ爲 メニシテ,單

ニ抗原注射 ハ爲 メナラザル事明カナ リ.

實 驗第2　 結合帶相 當量 ノ1/50ノ 沈 降原 ヲ再注射 シタル場 合

本實驗ニ於テハ能働感作家兎ニ1/50結 合帶相當量ノ沈降原再注射 ヲ爲シ血壓降下 ノ状態 ヲ見 ルニ第3圖

第4圖 ニ示ス如 ク輕度 ハ血壓降下ヲ爲 シ漸次恢復セルヲ見 ル可シ.

斯 クシテ輕度 ノ過敏症ヲ惹起セシメタル 家兎1頭 宛 ニ單ニ能働感作家兎1頭 ,正 常家兎1頭 トヲ1組 ト

爲 シ,夫 々,同 時ニ.同 一免疫血清ヲ以テ被働性免疫 ヲ施 シ. 24時 間後ニ於ケル免疫體臟器抑留状態 ヲ檢索

シタルニ第10表,第11表 ニ示ス如キ成績ヲ得タリ.
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第3圖　 家兎ニ於 ケル1/50結 合帶相當量ノ沈降原再注射ニ依ル血壓降下ノ状 態(其1)

第4圖　 家兎ニ於ケル1/50結 合帶相當量ノ沈降原再注射 ニ依ル血壓降下ノ状態(其2)

第10表　 過敏症反應 ノ免疫體臟器移行ニ及ボス影響

(1/50結合稲相當量注入ノ場合)其1
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第11表　 過敏症反應 ハ免疫器臟器移行ニ及ボス影響

(1/50結合帶相當量注入ノ場合)其2

所 見 概 括

以上家兎 ニ於ケル實驗ニ依 リテ見ルニ其結合帶相當量ハ1/25-1/50ノ 沈降原再注射ニ依 リテモ第1 , 3, 4

圖 ノ示ス如ク輕度 ハ血壓降下ヲ來シ,明 カニ輕度ハ過敏症ヲ惹起シタル事ヲ知ルヲ得ペシ.而 シテ過敏症ヲ

起 シタル家兎ニ於テ被働性免疫後ハ血清竝 ニ臟器越幾斯中ニ於ケル免疫體抑留關係ヲ見ルニ,正 常家兎ニ

比シ臟器抑留量常ニ少ナシ,之 ニ反シテ單ニ感作注射 ヲ爲シ一定潜伏期 ハ後,被 働注免疫ヲ施 シタルモノハ

正常家兎ニ比 シ臟器抑留量ハ多キカ或ハ等シキモ ハナリ.即 チ此際正常家兎ニ比シ臟器越幾斯中ニ抑留多

キハ感作ニ依 リテ各組織細胞 ハ刺戟セラレ他種免疫體 ノ被働性免疫ニ際 シテモ其親和沈着機能亢進セルニ

基クモノノ如シ.

又第1實 驗ニ於ケル1/25結 合帶相當量ノ再注射 ヲ爲シタル場合 ト,第2實 驗ニ於ケル1/50結 合帶相當量

ハ再注射ヲ爲 シタル場合トヲ比較スルニ前者 ノ方,後 者ニ比シテ免疫體臟器越幾斯中抑留量少ナシ.之 ニ依

リテ見 レバ結合帶ニ基ク再注射量 ト,被働性免疫後 ハ臟器越幾斯中免疫盟抑留度 トハ反比例スルモハナリ.

從 ツテ再注射量,結 合帶相當量ヨリ遞減スルニ從ヒ,之 ニ並行 シテ過敏症状 モ輕減シ,過 敏症状輕減スルニ

從ヒテ臟器抑留量多クナリ,正 常家兎ニ於ケル抑留量ニ接近スルモハナリ.
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尚ホ之ヲ總括スレパ次ハ如 シ.

1)家 兎 ニ輕度ノ過敏症ヲ惹起セシメタル後,被 働性免疫 ヲ施ス時ハ,諸 臟器越幾斯中,免 疫體抑留機能

ハ,正 常ニ比シテ障碍セラル.

2)家 兎ニ感作注射ヲ爲シ,一 定潜伏期 ノ後,被 働性免疫ヲ施ス時ハ,諸 臟器越幾斯中ハ免疫體抑留機能

ハ,正 常家兎ニ比シテ亢進セルカ或ハ等シ.

3)再 注射量,結 合帶相當量ヨリ減少スルニ髓ヒ,過 敏症状輕減シ,被 働性免疫後 ノ臟器越幾斯中ニ於ケ

ル免疫體抑留量ハ正常家兎 ハ夫レニ接近シ來ル.

以上 ノ實驗ニ依 リ過敏症反應ハ被働性免疫ニ際シ免疫體臟器移行ニ或程度ハ障碍ヲ與 フルモハナル事,

墨 汁填塞 ニ於ケル場合 ト一致 スルコトヲ知ルヲ得ベシ.

第2項　 海〓 ニ於 ケル實 驗

體重近似 ハ海〓數頭 ニ,牛 血清0.3cc宛 感作注射ヲ爲 シ, 2-3週 間 ノ潜伏期ノ後採血シ,緒 方氏法ニ依 リ

テ血清沈降素價竝ニ結合帶ヲ測定 シ大略類似 ノモノ2頭 ト正常海〓1頭 トヲ1組 ト爲 シ實驗セ リ.而 シテ

第1海 〓ニハ結合帶相當量ヲ基準 トシテ其1/50-1/100量 ハ沈降原ヲ再注射 シ,極 メテ輕度 ノ過敏症ヲ惹起

セシメ30分 ノ後,被 働性免疫 ヲ施セリ.第2海 〓ニハ感作注射ハミ爲 シ,再 注射 ヲ爲サズ,從 ツテ過敏症 ヲ

起サシメズシテ第1海 〓 ト同時ニ被働性免疫ヲ施セリ.第3海 〓ハ對照 トシテ正常海〓ヲ用ヒタリ.以 上3

頭 ノ海〓 ヲ1組 トシ同時ニ同一免疫血清 ヲ體重ニ相當シテ凡 ソ同一量ヲ頸靜脉注入シ,被 働性免疫後24時

間ニ於ケル血液竝ニ諸臟器越幾斯中ハ免疫體抑留關係ヲ檢索セリ.而 シテ海〓ニ於テハ曩ニ第3章,第2節,

第3項 ニ於テ記述 シタル如クForssman氏 抗原ヲ有スルヲ以テ抗鷄血球免疫血清,抗 山羊血球免疫血清ヲ以

テ被働性免疫ヲ施ス時ハ恰モ過敏症ト類似 ハ症状ヲ惹起 シイトレルヲ以テ余ハ被働性免疫 ニ際 シ抗大腸菌家

兎免疫血清ヲ使用シ細菌凝集素ハ抑留關係ヲ檢索セ リ.

此際使用シタル免疫血清ハ細菌凝集價ハ1:8,000ノ モ ノナ リキ.

實 驗第1　 結 合帶相 當量 ノ1/100ノ 沈 降原 ヲ再注射 シタル場 合(其1)

實驗成績第12表,第13表 ニ示ス如を過敏症 ヲ惹起セシメタハ海〓ニ於テハ 對照ニ比シテ免疫體臟器抑

留量少ナシ.

第12表　 海〓 ニ於 ケル過敏 症反應 ノ免疫體臟器 移行 ニ及ボ ス影響

1/100結 合帶相當童再注射シタル場合(其1)
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第13表　 海〓 ニ於 ケル過敏症反感 ノ免 疫體臟器移行ニ及ボス影響

1/100結合帶相當量再注射シタル場合(其2)

實驗第2　 結合帯相當量ノ1/50ノ 沈降原 ヲ再注射 シタル場合

實驗成績第14表 ニ示ス如シ.
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第14表　 海〓ニ於 ケル過敏症反應 ノ免疫體臟器 移行ニ及ボス影響

1/50結合帶相當量再注射シタル場合

所 見 概 括

上記海〓ニ於ケル實驗成績 ヲ總括スルニ次ノ如 シ.

1)海 〓 ニ於テ結合帶相當量ノ1/50-1/100ノ 沈降原再注射 ニ依 リテ,極 メテ輕度 ノ過敏症 ヲ惹起セシメ

タルモ ノハ被働性免疫後 ノ臟器越幾斯中 ノ免疫體抑留量對照 ニ比シテ少量ナリ.

2)海 〓 ニ感作注射ヲ爲 シ,一 定期間ノ潜伏期 ノ後,被 働性免疫ヲ施ス時ハ臟器越幾斯中ノ免疫體抑留量

ハ對照ニ比シ多キカ或ハ等シ.

3)實 驗第1ノ 場合ノ如ク,結 合帶相當量ノ1/100ヲ 再 注射シタル時 ト,實 驗第2ノ 場合ノ如ク,結 合帶

相當量ノ1/50ヲ 再注射シタル時 トノ臟器越幾斯中免疫體抑留量ヲ比較スルニ,前 者ニ比 シテ,後 者ニ少ナ

シ.

即チ再注射量少ナケレバ臟器越幾斯中ノ抑留量ハ多クナルモノナリ.

上記海〓ニ於 ケル實驗成績ハ家兎ニ於ケル實驗 卜略ボ一致セル成績 ヲ得 タリ.
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第5章　 總 括 及 ビ 考 按

從來諸學者ノ研究 ニヨリテ墨汁填塞ガ網状織 内被細胞系ノ機能 ヲ或程度迄侵害 シ其抗體産生

能力ヲ減退セシムルモノナル事報告セラレタルヲ見ル.而 モ大量ノ墨汁填塞 ハ良ク抗體産 生能

力ヲ減弱セシムルモ微量注入ハ却テ其機能ヲ亢進 セシムル ト云 フ人 アリ(鷲見).又Standenath

ハ墨汁ニ依 リテ沈降素形成亢進スル ト云ヒ,青 木氏ハ唐墨汁中ニ含有セラルル「ゲラチン」ハ該

細胞系ヲ刺戟 シ沈降素産生ヲ亢進 セシメ,同 ジク唐墨汁 ノ成分タル油煙ハ沈降素産生 ヲ阻止 ス

ルモノナ リト云ヘ リ.又 大村氏ハ少量ノ墨汁注入ガ抗體産生地 ヲ刺戟スベ シトノ想像ハ陰性 ニ

終 レリト云ヘ リ.兎 ニ角,網 状織内被細胞ヲ墨汁ニ依 リテ填塞 シ或程度 ノ抗體産生能力 ニ變化

ラ與へ得ル事ハ事實ナルベ シ.余 ハ被働性免疫ニ於テ墨汁填塞 ガ其免疫體臟器移行ニ如何ナル

影響ヲ與フルモノナリヤ,而 シテ大量墨汁注入 ガ果 シテ免疫體臟器抑量ニ障碍 ヲ與 フルモノナ

リヤ,又 少量注入ガ却テ機能ヲ亢進 セシムルモノナ リヤ,否 ヤニ就 キ實驗 シ,大 量 ノ墨汁注 入

ハ事實,免 疫體臟器移行ヲ障碍 シ,少 量注入ハ正常家兎 ト大差無ク,或 ハ少 シク減弱 シ,抑 留

却 テ亢進セルガ如キ所見ヲ見ザ リキ,而 シテ墨汁ハ組織球細胞ニ食喰セラルル ト雖 モ暫時ノ後

ニハ又之ラ排泄 シ(清 野氏).或 ハ一旦食喰 セル細胞ハ死減 シ速 カニ之 ニ代ル健全ナル細胞新生

セラレ(長雄氏).墨 汁ニ依ル機能障碍 ハ比較的早期 ニ恢復 セラルルモノ ト想像 シ得ベ シ.尚 ホ

余 ノ實驗ニ於テモ墨汁注入後10日 ヲ經過 シタル家兎ノ諸臟器越幾斯中免疫體抑留機能ニ於テ

ハ障碍程度甚 ダシク恢復 セラレ居ルヲ認 メタ リ.而 モ肝臟,脾 臟,骨 髓等 ノ黒變ハ尚ホ遺殘 セ

ルモノナリ.

斯クノ如ク墨汁ノ靜脉内注入ニ依 リ肝,脾,骨 髓等 ガ墨汁ヲ以 テ充分 ニ填塞サ レタル場合ニ

於テハ,一 般的ニ免疫體臟器抑留量 ガ健康動物 ニ比 シ減弱 シ居 ル事ハ從來諸學者ノ能働免疫 ニ

於ケル成績 ト一致スル所 ナリ.而 シテ此免疫體産生又ハ抑留 ノ減弱 ノ理由ハ肝,脾,骨 髓其他

體内ノ網状織内被細胞ガ墨汁ノ炭末ヲ貪喰 シ,機 能障碍 ヲ受ケタル結果ナ リトハ先進學 者ノ解

スル所 ナリ.而 シテ余 ノ實驗ニ於 テモ墨汁家兎竝ニ海〓 ノ諸臟器越幾斯中ニ於 ケル免疫體抑留

ノ絶對價ハ健康家兎臟器ヨリモ遙 ニ低價ナルヲ常 トスルヲ以 テ墨汁填塞 ガ免疫體臟器移行ヲ妨

グル事ハ先進學者ノ墨汁填塞 ガ免疫鎧産生ヲ妨 グルモノナ リトノ所見 ト一致 スル事明カナ リ.

尚ホ墨汁 ヲ如何ニ多量 ニ注入スルモ動物 ヲ健全ニ保チ而モ網状織内被細胞機能ヲ完全 ニ消燼

スルコトハ到底不可能ナルハ論無ク,少 量墨汁注人ニ於テハ假令,肝 ,脾,骨 髓 ノ如キ3臟 器

ガ肉眼的黒色ヲ呈スルモ免疫體抑留量 ハ健康動物ノ夫 レト大差無 ク或ハ少 シク減弱 スル程度 ノ

モノナリ.而 シテ余 ノ實驗 ニ於 テ墨汁少量注入ガ網状織内被細胞 ヲ刺戟 シテ免疫體抑留 ヲ亢進

セシムル如 キ所見ヲ認 メザ リキ.之 ニ依 リテ見 レバ墨汁填塞 ハ此種細胞 ノ抗體 分泌機能 ニハ著

シキ障碍 ヲ與 フルモ少量墨汁注入ハ異物攝取機能ニハ比較的障碍 ヲ與ヘザルモノ ト想像 スルコ

トヲ得.
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次 ニ家兎及 ビ海〓 ニ極 メテ輕度ノ過敏症 ヲ惹起 セシメ被働性免疫ヲ施ス時ハ宛モ墨汁填塞 ト

同様,諸 臟器越幾斯中免疫體抑留妨 ゲラルルヲ見ル.即 チ臟器保持ノ抗體 ト再注射 ニ依ル抗原

トノ親和結合ニ依 リ細胞ノ異物攝取機能ニ或程度 ノ障碍 ヲ來 シ以テ免疫體移行減弱 セラルルモ

ノナル可 シ,且 再注射量ガ結合帶ニ近キモノ程抑留量少ナキハ惹起セル過敏症 が高度ナ レバ,

ナル程,其 動物 ノ免疫體抑留量ハ減弱 スルモノナル事明カナ リ.

次 ニ動物 ニ第1囘 ノ抗原ヲ注入 シ能働免疫ヲ爲 シ,一 定潜伏期 ノ後 ニハ其動物體ニ注入抗原

ニ對 シ抗體 ヲ作 リ居ルモノナ リ,之 ニ他ノ免疫體含 有血清 ヲ静脉内注入スル時ハ其臟器越幾斯

中免疫體抑留ハ健康動物ニ於ケルヨリモ多量ナルカ或 ハ等 シキ成績 ヲ得 タリ.是 レ恐 ラク感作

注射ニ依 リテ抗體形成細胞群ハ刺戟 ヲ受ケ其機能亢進 シ,被 働性免疫ニ際 シ良ク免疫血清中 ノ

免疫體ヲシテ親和抑留 セシムルニ依ルナラン.斯 クノ如 ク網状織内被細胞系ハ異物振取及 ビ免

疫髄抑留ノ兩方面ニ或程度迄密接ナル關係 ヲ有 スルモノト認 ム.

第6章　 結 論

家兎拉ニ海〓ニ靜脉内墨汁填塞 ヲ施 シ或 ハ自働性過敏症 ヲ惹起セシメ,然 ル後被働性免疫 ヲ

施 シ,免 疫體臓 器移行ニ如何ナル影響 ヲ及ボスモノナルヤニ就 キ種 々ノ實驗 ヲ爲 シ其結果ヲ總

括スルニ次 ノ如キ結論ニ到達 セリ.

1)家 兎竝ニ海〓 ニ大量ノ墨汁填塞 ヲ施 シ以テ網状織 内被細胞系 ノ機能 ヲ或程度迄障碍スル

時 ハ被働性免疫 ニ際 シ,諸 臟器越幾斯中免疫體抑留著 シク對照動物ニ比 シ減弱 セルヲ認ム.

2)少 量墨汁注入ハ此種免疫 燈抑留機能 ヲ亢進 セシムル能 ハズ,對 照 ニ等 シキカ或ハ少 シク

減弱 ス.

3)靜 脉内被働性免疫ニ際 シ墨汁 ノ填塞 ニ依ル臟器越幾斯中 ノ免疫體抑留機能ノ減弱ハ一定

時期 ノ後(約10日 後)漸 次恢復セラルルモノナ リ.

4)家 兎竝ニ海〓 ニ輕度 ノ過敏症 ヲ惹起セシメタル後,被 働性免疫 ヲ施 ス時ハ諸臟器越幾斯

中免疫體抑留機能ハ對照ニ比 シテ障碍 セラル.

5)家 兎竝 ニ海〓 ニ感作注射 ヲ爲 シ一定潜伏期ノ後,被 働性免疫 ヲ施 ス時ハ諸臟 器越幾斯中

ノ免疫體抑留機能ハ對照 ニ比 シテ亢進 セルカ或ハ相等 シ.

6)再 注射量結合帶相當量ヨリ減少スルニ隨 ヒ過敏症状輕減 シ,被 働性免疫後 ノ臟 器越幾斯

中ニ於 ケル免疫體抑留量ハ正常動物ノ夫 レニ接 近シ來ル.

稿ヲ終ルニ臨ミ終始御懇篤ナル御指導ト御校閲ヲ賜ハリシ恩師緒方教授ニ對シ謹テ感謝 ノ意ヲ表ス.

(6. 7. 1.受 稿)
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Kurze Inhaltsangabe.

Uber den Einfluss der Blockierung und der Anaphylaxie auf 
den Ubergang des Antikorpers in die Organe.

Von

Takuichi Okazaki.

Aus dem hygienischen Institut der Med. Universitat Okayama

(Vorstand: Prof. Dr. M. Ogata).
Eingegangen am 1. Juli 1931.

Die Frage des Einflusses der Blockierung auf den Ubergang des Antikorpers in die 

Organe wurde wenig beachtet, wahrend dieser Einfluss auf die Antikorperbildung nach 

Aschoff und Kiyono von vielen Autoren festgestellt worden ist. Daher ging ich an diese 

Frage in der Weise, dass ich eine Reihe von Versuchstieren (junge Kaninchen oder 

Meerschweinchen) von vornherein mit Tusche stark oder schwach blockierte, danach 

passiv das Prazipitin, Agglutinin oder Hamoiysin injizierte, den Ubergang dieser Anti
korper in die Organe mit Organextrakt prufte und dabei als Kontrolle die Autikorper

menge in den normalen Tieren gleichzeitig untersuchte.

Als Matherial verwendete ich eine mit einer physiologischen Kochsalzlosung 10-fach 

verdunnte Tuschelosung.

Bei Kaninchen injizierte ich diese Tuschelosung, taglich 1-10cc, 5 Tage lang und 

bei Meerschweinchen, taglich 3cc, 3 Tage lang. Die so blockierten Kaninchen oder 

Meerschweinchen wurden nach 24 Stunden passiv immunisiert. Die Resultate rind 

folgende: Bei den mit einer Tuschelosung von 5-10cc blockierten Kaninchen war die 

Antikorpermenge geringer als bei den normalen Tieren und bei den nit einer Tusche

losung von 1-2cc blockierten Tieren zeigte die Autikorpermenge keinen grossen Unter

schied gegenuber derjenigen der normalen. Bei den mit einer Tuschelosung von 3cc 3 

Tage lang blockierten Meerschweinchen war die Autikorpermenge der Organe geringer 

als bei den normalen Tieren und bei den mit einer Tuschelosung von 3cc nur einmal 

blockierten Tieren zeigte sie keinen grossen Unterschied zu derjenigen der normalen. 

Bei einer starken Blockierung wird namlich die Zurtickhaltung des Antikorpers in den 

Organen gehemmt, bei einer sehr schwachen Blockierung ist dagegen eine solche Wirkung 

kaum zu beobachten. Nach meiner Untersuchung verschwindet diese hemmende Wirkung 

durch Blockierung wieder nach 10 Tagen.

Sodann beschaftigte ich mich damit, nachzuprufen, welchen Einfluss die Anaphylaxie 

bie passiver Immunisierung auf den Ubergang des Antikorpers in die Organe ausubt.
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Als Versuchstiere verwendete ich Kaninchen und Meerschweinchen. Zuerst sensi

bilisierte ich die Tiere mit Rinderserum und injizierte nach der Inkubationszeit (Meersch

weinchen 2 Wochen, Kaninchen 4 Wochen) die geringe Menge Antigen. 30 Minuten oder 

1 Stunde nach der Reinjektion injizierte ich den Kaninchen Hamoagglutinin von Huhnern 

und den Meerschweinchen Antikolibazillenagglutinin, um 24 Stunden danach die Anti

korpermenge in den verschiedenen Organen zu bestimmen.

Die Ergebnisse sind folgende: die Antikorpermenge war bei diesen Fallen geringer 

als diejenige in den Organen der normalen Tiers. Ich konnte namlich erkennen, dass 

die Anaphylazie die Zuruckhaltung der Antikorpers in den Organen hemmen kann, und 

ausserdem, dass die Hemmung mit der Starke der Anaphylaxie parallel geht. So ist die 

Antikorpermenge in den Organen um so geringer, je starker die Anaphylaxie ist.

(Autoreferal.)
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